
平成22年8月31日

第26回 「化学物質と環境円卓会議」

身近にある化学物質に関する
世論調査の結果

環境省環境保健部環境安全課
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調査概要
１．調査実施主体

２．調査対象

３．調査項目

内閣府政府広報室

・全国20歳以上の者 3,000人
・有効回答数 1,942人（回収率64.7%）
・調査期間 平成22年6月17日～27日

（調査員による個別面接聴取）

（１）身近な化学物質に対する意識
（２）化学物質に関する取組についての意識
（３）化学物質に関する情報についての意識
（４）国内実施計画策定への参加意向
（５）開発途上国への日本の協力 2
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（複数回

危 な い も の

現在の生活になくてはなら
ないもの

難 し い も の

便 利 な も の

そ の 他

特 に な い

わ か ら な い

25.5

23.4

16.6

1.2

3.0

3.9

69.7

0 10 20 30 40 50 60 70

総　　数　（N=1,942人,M.T.=143.4%)

(%)

１．身近な化学物質に対する意識

危ないもの

現在の生活になくて
はならないもの

難しいもの

便利なもの

その他

特にない

わからない

（複数回答）

○「化学物質」という言葉の印象（参考資料 P3,P25）

「化学物質」という言葉について
どういう印象を持っているか

第1位:「危ないもの」(69.7%)

第2位:「現在の生活になくては
ならないもの」(25.5%)
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（複数回

農薬 ・殺虫 剤・防 虫剤

飲 み 水 ・ 食 品

工場などの排ガスや排水

家 の 内 装 や 建 築 材 料

石け ん・洗 剤・シ ャン
プー・リンス

自 動 車 な ど の 排 ガ ス

医 薬 品

化 粧 品 ・ 整 髪 剤

お も ち ゃ

消 臭 剤 ・ 芳 香 剤

食 器

家 具

衣 料 品 ・ カ ー テ ン

特 に 関 心 が な い

そ の 他

わ か ら な い

61.9

59.3

54.2

52.7

47.0

45.0

42.4

39.0

28.8

27.3

26.4

18.2

18.2

3.8

0.4

0.5

0 10 20 30 40 50 60 70

総　　数　（N=1,942人,M.T.=525.2%)

(

農薬・殺虫剤・防虫剤

飲み水・食品

工場などの排ガスや
排水

家の内装や建築材料

石けん・洗剤・シャン
プー・リンス

自動車などの排ガス

医薬品

化粧品・整髪剤

おもちゃ

消臭剤・芳香剤

食器

家具

衣料品・カーテン

特に関心がない

その他

わからない

（複数回答）
（％）１．身近な化学物質に対する意識

○化学物質への関心
（参考資料 P4,P26）

日常生活において、どんなものに
含まれている化学物質に関心があ
るか

第１位:「農薬・殺虫剤・防虫剤」
（61.9％）

第２位:「飲み水・食品」
（59.3％）
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（複数回

乾電池や蛍光灯などの有害な化学物質を
含むごみを，なるべく分別して捨ててい
る

無農薬や減農薬の食材をなるべく選んで
いる

化学物質を吸い込みそうな場所に近づか
ないなど，有害と思われる化学物質がな
るべく体に入らないようにしている

有害な化学物質が含まれている製品の使
用をできるだけ少なくしている

製品に有害と思われる化学物質が含まれ
ているか確認して購入している

インターネットなどで，有害と思われる
化学物質に関する様々な情報を得ている

特 に な い

そ の 他

わ か ら な い

47.6

39.5

35.7

26.0

4.5

17.0

0.7

0.6

59.0

0 10 20 30 40 50 60

総　　数　（N=1,942人,M.T.=230.5%)

(%)

第１位:「有害物質を含むゴミを分別し
廃棄」（59.0％）

第２位:「無（減）農薬の食材を選んで
いる」（47.6%）

有害物質を含むごみ
を分別し廃棄

無（減）農薬の食材
を選んでいる

有害物質が体に入ら
ないよう注意

有害物質を含む製品
の使用を減らす

有害物質が含まれるか
確認し購入

インターネットで有害物
情報取得

特にない

その他

わからない

（複数回答）
（％）

普段の暮らしの中で、身近にある
化学物質に関連して、どのような
取組を行っているか

１．身近な化学物質に対する意識

○普段の暮らしの中での化学物質に関する取組
（参考資料 P5,P27）
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不安はない
ものがほと
んどである

不安はない
ものが多い

 わから
 ない

不安がある
ものが多い

不安がある
ものがほと
んどである

(該当者数)

総 数 (1,942人)

〔 性 〕

男 性 (  944人)

女 性 (  998人)

〔 年 齢 〕

２ ０ ～ ２ ９ 歳 (  171人)

３ ０ ～ ３ ９ 歳 (  278人)

４ ０ ～ ４ ９ 歳 (  337人)

５ ０ ～ ５ ９ 歳 (  368人)

６ ０ ～ ６ ９ 歳 (  468人)

７ ０ 歳 以 上 (  320人)

10.8

13.6

8.1

9.4

11.2

9.5

8.2

12.4

13.1

18.1

23.0

13.5

28.7

21.2

16.6

15.8

16.7

16.3

4.2

4.1

4.2

5.1

7.8

53.1

48.5

57.5

48.5

54.3

60.2

55.7

51.7

46.3

13.8

10.8

16.6

12.3

10.4

11.0

16.8

14.1

16.6

3.5

2.7

2.9

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

不安はないものが多い
（小計）28.9

不安があるものが多い
（小計）66.9

○身近な化学物質の安全性に、
回答者の約７割が不安

（「不安があるものが多い」（53.1％）、

「不安があるものがほとんどである」
（13.8％））

○男性（合計59.3％）より女性（合計
74.1％）の方が不安と回答した
人が多い。

総数

男性

女性

（性）

（年齢）

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

１．身近な化学物質に対する意識
○化学物質の安全性に関する意識
（参考資料 P6,P27）

身近にある化学物質の人の健康
や動植物に対する安全性につい
てどのように感じているか
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自ら又は身近なところで，化学物質による
健康被害や動植物への影響が生じていない
から

行政が必要な対策をとっているから

事業者が自主的な管理を行っているから

行政や事業者の説明を聞くなどして，化学
物質についてよくわかっているから

特 に 有 害 で あ る と は 思 わ な い か ら

そ の 他

わ か ら な い

身近にある化学物質の人の健康や動植物に対する
安全性について，「不安はないものがほとんどで
ある」，「不安はないものが多い」，「不安が
あるものが多い」と答えた者に，複数回答

34.3

27.4

22.2

10.1

6.5

1.5

19.1

0 10 20 30 40

総　　数　（N=1,593人,M.T.=121.2%)

(%)

１．身近な化学物質に対する意識
○化学物質の安全性に不安はない理由（参考資料 P7,P27）

身近で化学物質による
健康被害がない

行政が必要な対策を
とっているから

事業者が自主的な管理
を行っているから

行政等の説明を聞き、
化学物質を理解

特に有害であるとは
思わないから

その他

わからない

身近にある化学物質の安全
性について、不安はないと
思う理由

第１位:「身近で化学物質による

健康被害がない」
（34.3％）

第２位:「行政が必要な対策を
取っているから」
（27.4%）
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飲 み 水 ・ 食 品

医 薬 品

日 用 品

家 の 内 装 や 建 築 材 料

農薬・殺 虫剤・防虫剤

工場などの排ガスや排水

自 動 車 な ど の 排 ガ ス

そ の 他

わ か ら な い

身近にある化学物質の人の健康や動植物に対する
安全性について，「不安はないものがほとんどで
ある」，「不安はないものが多い」，「不安が
あるものが多い」と答えた者に，複数回答

36.3

33.0

29.3

10.2

9.4

6.2

5.8

1.0

31.4

0 10 20 30 40

総　　数　（N=1,593人,M.T.=162.5%)

(%)

１．身近な化学物質に対する意識
○安全性に不安はない化学物質（参考資料 P8,P28）

飲み水・食品

医薬品

日用品

家の内装や建築材料

農薬・殺虫剤・防虫剤

工場などの排ガスや排水

自動車などの排ガス

その他

わからない

日常生活において、含まれ
ている化学物質の安全性に
不安はないと思うもの

第１位:「飲み水・食品」
（36.3％）

第２位:「医薬品」
（33.0%）
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化学物質は非常に種類が多いため，その中には
有害なものがあるかもしれないから

化 学 物 質 に は 有 害 な も の が あ る か ら

事業者がきちんと化学物質の管理を行っている
か，わからないから

説明を聞く機会がないなど，化学物質について
よくわからないから

行政が必要な対策をとっているか，わからない
から

事業者がきちんと取り組んでいないと思うから

行政がきちんと取り組んでいないと思うから

自ら又は身近なところで，化学物質による健康
や動植物への影響が生じたことがあるから

そ の 他

わ か ら な い

身近にある化学物質の人の健康や動植物に対す
る安全性について，「不安はないものが多い」，
「不安があるものが多い」，「不安があるもの
がほとんどである」と答えた者に，複数回答

55.0

52.6

41.7

39.0

26.8

17.8

15.5

13.6

0.4

3.6

0 10 20 30 40 50 60

総　　数　（N=1,652人,M.T.=266.0%)

(%)

１．身近な化学物質に対する意識
○化学物質の安全性に不安がある理由（参考資料 P9,P28）

身近にある化学物質の
安全性について、不安
があると思う理由

第１位:「化学物質は非常

に種類が多いた
め、その中には
有害なものがあ
るかもしれない
から」
（55.0％）

第２位:「化学物質には

有害なものが
あるから」
（52.6%）

9

化学物質は非常に種類が多いため、
その中には有害なものがあるかもしれ
ないから

化学物質には有害なものがあるから

事業者がきちんと化学物質の管理を
行っているか、わからないから

説明を聞く機会がないなど、化学物質
についてよくわからないから

行政が必要な対策をとっているか、
わからないから

事業者がきちんと取り組んでいない
と思うから

行政がきちんと取り組んでいないと
思うから

自ら又は身近なところで、化学物質
による健康や動植物への影響が生じ
たことがあるから

その他

わからない

農 薬 ・ 殺 虫剤 ・防 虫剤

飲 み 水 ・ 食 品

工場などの排ガスや排水

家 の 内 装 や 建 築 材 料

医 薬 品

自 動 車 な ど の 排 ガ ス

日 用 品

そ の 他

わ か ら な い

身近にある化学物質の人の健康や動植物に対す
る安全性について，「不安はないものが多い」，
「不安があるものが多い」，「不安があるもの
がほとんどである」と答えた者に，複数回答

59.5

51.8

44.7

39.5

38.0

30.0

0.2

2.4

62.8

0 10 20 30 40 50 60 70

総　　数　（N=1,652人,M.T.=328.8%)

(%)

１．身近な化学物質に対する意識
○安全性に不安がある化学物質（参考資料 P10,P29）

飲み水・食品

医薬品

日用品

家の内装や建築材料

農薬・殺虫剤・防虫剤

工場などの排ガスや排水

自動車などの排ガス

その他

わからない

日常生活において、含ま
れている化学物質の安全
性に不安を感じるもの

第１位:「農薬・殺虫剤
・防虫剤」
（62.8％）

第２位:「飲み水・食品」
（59.5%）
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（複数回答

化学物質に関する様々な情報を公開す
ること

有害な化学物質を，より安全な化学物
質に切り替えていくこと

化学物質や製品の製造・使用から廃棄
に至るまで対策を行うこと

子どもや胎児など，化学物質の影響を
受けやすい人々を保護すること

化学物質が有害かどうか科学的にはっ
きりしていなくても，少しでもそのお
それがあるのであれば，人の健康と動
植物を守るための対策をとること

特 に な い

そ の 他

わ か ら な い

60.2

56.4

53.3

50.9

50.1

3.3

0.5

2.8

0 10 20 30 40 50 60 70

総　　数　（N=1,942人,M.T.=277.5%)

(%)

化学物質に関する
情報を公開すること

有害化学物質をより
安全な物質に切替

化学物質の製造・使用・
廃棄までの対策実施

化学物質の影響を受
けやすい人々を保護

有害のおそれがあれ
ば健康対策をとる

特にない

その他

わからない

（複数回答）
（％）

２．化学物質に関する取組についての意識
○化学物質に関する社会の取組（参考資料 P11,P29）

第１位:「化学物質に関する情報を
公開すること」（60.2％）

第２位:「有害化学物質をより安全
な物質に切替」（56.4%）

化学物質の管理に関する国際的
な中長期目標の達成に向けて、
社会全体としてどのような取組
を推進することが重要だと思う
か

11

　　　　　国 　地方公共団体 事業者 国民
（ＮＧＯやＮ
ＰＯ，ボラン
ティア団体な
どを含む）

特
に
な
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

(該当者数)

総 数 (1,942人)

〔 性 〕

男 性 (  944人)

女 性 (  998人)

〔 年 齢 〕

２ ０ ～ ２ ９ 歳 (  171人)

３ ０ ～ ３ ９ 歳 (  278人)

４ ０ ～ ４ ９ 歳 (  337人)

５ ０ ～ ５ ９ 歳 (  368人)

６ ０ ～ ６ ９ 歳 (  468人)

７ ０ 歳 以 上 (  320人)

69.0

69.1

68.9

59.1

70.5

71.5

74.2

68.2

65.6

7.4

6.8

8.0

9.9

5.8

5.3

5.7

7.7

11.3

16.2

17.2

15.2

21.1

18.0

17.8

14.9

16.0

4.7

5.4

8.2

4.7

5.3

11.9 3.8

3.8

3.9

3.9

3.1

1.3

0.8

0.3

0.4

1.2

0.6

1.8

1.2

-

0.2

-

-

-

-

-

0.1

0.1

1.3

0.5

1.2

0.7

0.6

1.8

1.2

1.5

4.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

総数

男性

女性

（性）

（年齢）
20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

２．化学物質に関する取組についての意識
○化学物質に関して積極的に
取り組むべき主体

（参考資料 P12,P30）

化学物質の管理に関する国際的
な中長期目標を達成するために
は、どのような主体が積極的に
取り組んでいくことが大切だと
思うか

第１位:「国」（69.0％）

第２位:「事業者」（16.2%）

第３位:「地方公共団体」（7.4%）
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有害な化学物質に対する適切な
規制の実施

化学物質の安全性の評価と基準
の設定

化学物質による環境汚染の状況
の測定・把握

化学物質の有害性や環境への排
出量に関する情報の提供

わからないことや不安なことの
相談への対応

そ の 他

わ か ら な い

化学物質の管理に関する国際的な中長期目標を
達成するために，「国」や「地方公共団体」が
積極的に取り組んでいくことが大切だと思うと
答えた者に，複数回答

64.6

58.7

54.0

27.4

0.1

1.8

68.7

0 10 20 30 40 50 60 70

総　　数　（N=1,484人,M.T.=275.3%)

(%)

有害化学物質に対する
適切な規制実施

化学物質の安全性の
評価と基準の設定

化学物質による環境
汚染の状況測定

化学物質の有害性や
排出量の情報の提供

不明や不安なこと
の相談への対応

その他

わからない

行政が推進すべき取組は、
どのようなことだと思うか

第１位:「有害化学物質に対す
る適切な規制実施」

（68.7％）

第２位:「化学物質の安全性の
評価と基準の設定」

（64.6%）

２．化学物質に関する取組についての意識
○化学物質に関して行政が推進すべき取組（参考資料 P13,P30）
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（複数回答）

テ レ ビ

新 聞 ， 雑 誌

商 品 ラ ベ ル や 説 明 書

イ ン タ ー ネ ッ ト

国や地方公共団体など，公
的機関の相談窓口

パ ン フ レ ッ ト

ラ ジ オ

事業者や事業者団体の相談
窓口

学 校 教 育

書 籍

シンポジウム，講演会，大
学や研究機関のイベント

図 書 館

科 学 館 ・ 博 物 館

特 に 得 た い 情 報は ない

そ の 他

わ か ら な い

73.5

68.9

61.2

35.4

27.8

21.0

17.6

16.0

15.5

11.3

9.9

5.6

4.5

1.7

0.4

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

総　　数　（N=1,942人,M.T.=370.6%)

(%)

第１位:「テレビ」（73.5％）

第２位:「新聞、雑誌」
（68.9%）

第３位:「商品ラベルや説明
書」（61.2%）

第４位:「インターネット」
（35.4%）

テレビ

新聞、雑誌

商品ラベルや説明書

インターネット

国や地方公共団体など、公的
機関の相談窓口

パンフレット

ラジオ
事業者や事業者団体の相談

窓口

学校教育

書籍

シンポジウム、講演会、大学
や研究機関のイベント

図書館

科学館・博物館

特に得たい情報はない

その他

わからない

３．化学物質に関する情報についての意識
○化学物質の情報の提供方法（参考資料 P14,P30）

今後、身近にある化学物質の
情報を、どこから得たいと思
うか
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読　む どちらか
といえば
読む

わから
ない

どちらか
といえば
読まない

読まない

(該当者数)

総 数 (1,942人)

〔 性 〕

男 性 (  944人)

女 性 (  998人)

〔 年 齢 〕

２ ０ ～ ２ ９ 歳 (  171人)

３ ０ ～ ３ ９ 歳 (  278人)

４ ０ ～ ４ ９ 歳 (  337人)

５ ０ ～ ５ ９ 歳 (  368人)

６ ０ ～ ６ ９ 歳 (  468人)

７ ０ 歳 以 上 (  320人)

44.0

34.6

52.9

25.1

39.2

43.6

44.6

49.1

50.6

25.4

25.1

25.8

33.3

26.6

27.6

28.3

21.8

20.0

14.0

16.6

11.5

15.2

18.3

15.1

13.3

13.0

10.6

16.1

23.1

9.5

26.3

15.8

13.6

13.9

15.6

16.9

1.9

0.4

-

-

-

-

0.3

0.5

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

読　む（小計）
69.5

読まない（小計）
30.1

読　む どちらか
といえば
読む

わから
ない

どちらか
といえば
読まない

読まない

(該当者数)

総 数 (1,942人)

〔 性 〕

男 性 (  944人)

女 性 (  998人)

〔 年 齢 〕

２ ０ ～ ２ ９ 歳 (  171人)

３ ０ ～ ３ ９ 歳 (  278人)

４ ０ ～ ４ ９ 歳 (  337人)

５ ０ ～ ５ ９ 歳 (  368人)

６ ０ ～ ６ ９ 歳 (  468人)

７ ０ 歳 以 上 ( 320人)

51.3

44.7

57.6

41.5

45.0

53.1

54.9

52.8

54 1

23.5

24.6

22.5

29.2

30.9

24.6

24.5

19.2

18 1

10.8

12.1

9.5

14.6

11.5

12.8

8.4

10.5

9 1

13.8

18.1

9.7

14.6

12.6

9.5

12.0

16.2

17 5

1.3

0.3

-

-

-

0.6

0.5

0.6

読　む（小計）
74.9

読まない（小計）
24.6

読　む どちらか
といえば
読む

わから
ない

どちらか
といえば
読まない

読まない

(該当者数)

総 数 (1,942人)

〔 性 〕

男 性 (  944人)

女 性 (  998人)

〔 年 齢 〕

２ ０ ～ ２ ９ 歳 (  171人)

49.1

47.8

50.4

28.7

22.7

22.6

22.7

26.3

12.3

11.4

13.0

17.0

14.3

16.6

12.0

25.7

1.7

1.6

1.8

2 3

読　む（小計）
71.8

読まない（小計）
26.5

（該当者数）
総数 （1,942人）

（該当者数）
総数 （1,942人）

（該当者数）
総数 （1,942人）

単位：％

単位：％

　　　読　む どちらか
といえば
読む

わから
ない

どちらか
といえば
読まない

　読まない

(該当者数)

総 数 (1,942人)

〔 性 〕

27.7 26.5 23.2 22.2

0.4

読　む（小計）
54.2

読まない（小計）
45.5

３．化学物質に関する情報についての意識
○物品に表示された化学物質に関する情報の把握
（参考資料 P15～P18,P31）

医薬品

農薬・殺虫剤・防虫
剤

飲み水・食品

日用品

（該当者数）
総数 （1,942人）

（該当者数）
総数 （1,942人）

（該当者数）
総数 （1,942人）

（該当者数）
総数 （1,942人）

単位：％

単位：％

物品を初めて購入や消費・使用す
る際、それに含まれる成分や使用
上の注意などのラベルや説明書に
表示された化学物質に関する情報
を読むか

読むとする者の割合
（ 「読む」、「どちらかといえば読

む」の合計）

飲み水・食品：69.5%

医 薬 品：74.9%

農薬・殺虫剤・防虫剤：71.8%

日 用 品：54.2%
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そう思う どちらか
といえば
そう思う

わから
ない

あまりそう
思わない

そう思わない

(該当者数)

総 数 (1,942人)

〔 性 〕

男 性 (  944人)

女 性 (  998人)

〔 年 齢 〕

２ ０ ～ ２ ９ 歳 (  171人)

３ ０ ～ ３ ９ 歳 (  278人)

４ ０ ～ ４ ９ 歳 (  337人)

５ ０ ～ ５ ９ 歳 (  368人)

６ ０ ～ ６ ９ 歳 (  468人)

７ ０ 歳 以 上 (  320人)

8.5

9.3

7.8

9.9

6.5

9.2

7.3

7.3

12.2

18.8

16.9

20.6

30.4

25.9

20.2

18.8

12.4

14.7

5.2

5.6

9.7

39.9

39.9

39.8

40.9

45.7

43.9

41.0

39.3

29.4

28.4

28.6

28.2

14.6

20.1

24.6

30.4

35.5

34.1

2.4

2.1

1.8

3.6

4.4

4.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%

そう思う（小計）
27.4

そう思わない（小計）
68.2

そう思う どちらか
といえば
そう思う

わから
ない

あまりそう
思わない

そう思わない

(該当者数)

総 数 (1,942人)

〔 性 〕

男 性 (  944人)

女 性 (  998人)

〔 年 齢 〕

２ ０ ～ ２ ９ 歳 (  171人)

３ ０ ～ ３ ９ 歳 (  278人)

４ ０ ～ ４ ９ 歳 (  337人)

5.4

6.1

4.7

4.7

17.4

16.8

17.8

19.9

21.2

13.6

5.3

5.9

4.7

43.2

43.1

43.2

50.9

50.0

51.3

28.8

28.0

29.6

22.2

23.7

28.2

2.9

3.5

2.2

3.5

そう思う（小計）
22.8

そう思わない（小計）
71.9

そう
思う

どちらか
といえば
そう思う

わから
ない

　あまりそう
　思わない

　　　そう思わない

(該当者数)

総 数 (1,942人)

〔 性 〕

男 性 ( 944人)

4.3

5 2

17.1

18 3

9.2

9 4

37.9

36 3

31.5

30 7

そう思う（小計）
21.4

そう思わない（小計）
69.4

（該当者数）
総数 （1,942人）

（該当者数）
総数 （1,942人）

（該当者数）
総数 （1,942人）

見やすい

書かれている情報
がわかりやすい

書かれている情報
が十分足りている

見やすい：27.4%

書かれている情報がわかり
やすい：22.8%

書かれている情報が十分足
りている：21.4%

単位：％

単位：％

単位：％

３．化学物質に関する情報についての意識
○物品に表示された化学物質に関する情報（参考資料 P19～P21,P31）

日常生活の中で消費・使用す
る物品のラベルや説明書に表
示された化学物質に関する情
報について

「そう思う」とする者の割合
（ 「そう思う」、「どちらかといえ

ばそう思う」の合計）
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参加したい 　検討状況は知りたいが、
　参加したいとまでは
　思わない

  検討状況を
  知りたいとも
  思わない

わから
ない

(該当者数)

総 数 (1,942人)

〔 性 〕

男 性 (  944人)

女 性 (  998人)

〔 年 齢 〕

２ ０ ～ ２ ９ 歳 (  171人)

３ ０ ～ ３ ９ 歳 (  278人)

４ ０ ～ ４ ９ 歳 (  337人)

５ ０ ～ ５ ９ 歳 (  368人)

６ ０ ～ ６ ９ 歳 (  468人)

７ ０ 歳 以 上 (  320人)

14.3

14.9

13.6

12.9

12.6

17.2

15.5

12.2

15.0

69.2

68.3

70.0

76.6

78.8

75.7

70.9

65.4

53.8

13.3

13.9

12.8

9.9

6.8

6.5

11.7

17.7

23.4

4.7

7.8

1.9

0.6

1.8

0.6

3.5

2.9

3.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

「参加したい」：14.3％

「検討状況は知りたいが、
参加したいとまでは思わない」：

69.2％

総数

男性

女性

（性）

（年齢）

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

４．国内実施計画策定への参加意向
○国内実施計画策定への参加意向（参考資料 P23,P32）

国内実施計画（※）を作るに当
たって、インターネットや対話
の場を通じて、意見や要望を出
すことができるとしたら、参加
したいと思うか

（※）我が国の化学物質の対策について，そ
の実施の状況を国内外の関係者に示し，関
係者の取組を関係省庁が連携して確実に実
施するため，国内の実施計画を作ることとなっ
ている。
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（複数回答）

化学物質の安全性に関する情報を日
本と開発途上国との間で共有する

開発途上国の政府職員や民間の人材
を積極的に育成する

日本の規制や基準などを開発途上国
での導入につなげる

化学物質の管理や，より安全な物質
の開発のための技術の開発途上国へ
の移転を推進する

特に援助や協力を行う必要はない

そ の 他

わ か ら な い

64.4

50.8

46.1

45.3

1.9

0.4

7.4

0 10 20 30 40 50 60 70

総　　数　（N=1,942人,M.T.=216.3%)

(%)

安全性に関する情報を
日本と途上国で共有

途上国の政府職員や
民間人を育成する

日本の規制や基準を
途上国に導入する

化学物質管理，安全開発
技術を途上国へ

特に援助や協力を行う
必要はない

その他

わからない

５．開発途上国への日本の協力
○開発途上国への日本の協力（参考資料 P24,P33）

国際的な化学物質の対策を
進めるために、日本はどの
ような協力を行う必要があ
ると思うか

第１位：安全性に係る情報を
日本と途上国で共有
(64.4%)

第２位：途上国の政府職員や
民間人を育成する
(50.8%)
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